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これまでにシミュレーションおよびアルゴリズムを実装した実験装置での検証を行い、
本技術の有効性を確認しました。今後は、商用通信衛星を介した衛星回線における実
証実験により、さらなる有効性の検証を行う予定です。また、国際標準化活動として
ITU-R（国際電気通信連合-無線通信部門）における勧告・レポート承認を目指します。 

ディジタル放送/ブロードバンドインターネット
サービスの成長に伴うトラフィック増大や災害
対策として、衛星通信インフラの整備・強化が
求められています。当研究所では、衛星の空
き帯域/偏波に合わせて変調信号を柔軟に整
形配置する「動的偏波・周波数制御」や複数偏
波を用いて多重化・多値化を行う「多偏波空間
多重伝送技術」により、衛星通信の大容量化/ 

周波数利用効率向上の実現を目指しています。 

本研究は、総務省の研究委託により実施したものです。 

多偏波空間多重伝送技術の研究開発 
～多くの偏波で衛星通信を大容量化～ 

 複数の仮想偏波面を用いて、従来 

  より多くのデータを同時送信可能 

  （大容量化） 

 所要送信電力を従来よりも 

  約1～1.5dB低減可能 

 通信品質に応じて、様々な変調 

  方式やいくつかの周波数配置 

  パターンを適用可能 
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衛星中継器 

新たな仮想偏波面の追加・制御により、多くのデータを同時送信（大容量化） 
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有効利用 
新たな信号点を形成 

新たな偏波（P） 周波数f 

（多偏波空間変調-PDM） 

偏波角を制御して 

信号点を増やす 

(多値化) 

（配置例）： PPM - 6bit/symbol  

  (=QPSK(2bit)×3偏波) 

（配置例）： PDM - 6bit/symbol  
  (=IQ(8PSK 3bit) +P(1bit) + φ(2bit)) 

（非直交偏波多重-PPM） 
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複数偏波のデータ 

ストリームを多重化 

(重畳化) 


